
守山まるごと活性化 議事要旨    

会議名： 

日時：平成 29 年 12 月１日（金）午後７時 30 分から 

場所：守山会館２階 図書室 

出席者：井上代表、和田副代表、竹村、本城、中島、梅野 

出席者（行政）：市民協働課 坪内課長、三品主事、守山会館 田中館長、菅主事 

使用資料：守山学区わがまちミーティング開催にかかる検討について、自治会ハンドブック（案） 

議題 
１．自治会ハンドブックについて 

２．わがまちミーティングについて 

３．その他  

会議要旨 

内容 

１．自治会ハンドブックについて 

 ２月末には最終の原稿を完成させたい。 

【意見】 

・何部印刷するか。→配布する範囲が決まっていない。今後検討していく。 

・部数が少なければ業者ではなく自分たちでカラーコピーできないか。 

・事務局が作成した書類「自治会長に関する組織、団体等」は図で説明できれば分かりやすい 

と思う。 

・「自治会長に関する組織、団体等」について２～３行で説明文を作成してほしい。 

・ハンドブック中の「市の災害情報」の内容は危機管理課に確認が取れているのか？ 

 →暮らしの便利帳 2017 に掲載があるので確認は不要。 

 

２．わがまちミーティングについて 

市民協働課より進捗状況を報告。 

 平成 29 年 11 月 21 日に行った、龍谷大学政策学部長 只友教授との面談内容を報告。 

 ≪現段階での参加状況≫ 

  ・参加申込者 23 名  ・40 代以下が７割   

・年齢、性別でバランスが取れるグループ分け案を提示。 

（裏面に続く） 

決定事項 次回 平成 30 年１月 21 日（日）午前 10 時 00 分から 

次回以降につ

いて 
自治会ハンドブックについて、わがまちミーティングについて 

平成 29 年度 第７回守山学区まるごと活性化プランＡプロジェクト会議 

作成者：菅 



会議要旨 

内容 

≪Ａプロジェクト委員の参加について≫ 

・強制しないが学区民の考えを聞くために計画しているので、できれば参加を。 

・代表、副代表は参加する方向で進める。 

・委員がグループに入って話し合いに参加する場合、主体的に喋らず聞き手にまわること。 

 

≪当日のタイムスケジュール≫ 

11：30～会場設営、打ち合わせ：市民協働課、守山会館 

12：30～受付開始 

13：00～開会：Ａプロジェクト代表、只友教授あいさつ 

13：15～アイスブレイク、ステップ１話し合い 

13：55～ステップ２話し合い 

14：30～休憩 

14：40～ステップ３話し合い 

15：25～休憩 

15：30～各グループ発表 

15：55～閉会：Ａプロジェクト副代表、只友教授 

16：00 開場撤収 

 

【意見】 

・「アイスブレイク」や「ファシリテーター」という言葉は分かりやすい表現に変換するか、司会者が 

説明を行った方がよい。→司会進行の中で説明する。 

 

３．その他 

 ≪安心安全アプリについて≫ 

  道路の修繕等を自治会要望書ではなくスマートフォンで行政に送信できるシステムについて紹介。 

  県内では草津市が導入しているが、現段階では自治会長が投稿できるようにはなっていない。 

 

≪暮らしの便利帳について≫ 

  暮らしの便利帳 2017 を全戸配布したので、内容の紹介。 

16 ページにまるごと活性化プランについて掲載あり。 

 18 ページに市役所の部署の一覧の掲載あり→自治会ハンドブックの参考として。 

 


